
倫理委員会議事要旨
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看護師

〈内8）委員10名が出席していますので、本委員会は成立しております。

【議事要旨の確認について】
（内8）本日の議事要旨の確認は、太田外部委員と牧原内部委員でよろしくお願い
します。

【5月の議事要旨確認について】
（内B）伺か御指摘がありまレたらお願いします。
如何でレょうか。

**5月の議事要旨が京認された＊＊

【研究倫理審査の申請について】
6月の倫理審査について
く受付番号10～1 1、13～1 7番＞
〈内B）結果の公表に関するちので、事前の検討委員会で承認となっています。
く受伺番号12、18～22、24～25、27番＞
（内8）臨床研究の計画書が提出されたものでし事前の検討委員会で承認となって
います。
く受信番号26番＞
〈内B）多施設集積調査の研究協力施設として参加するもので、事前の横討委員会
で承認となっています。

御覧いただいて質問等ございましたら、よろしくお願いレます。
如何でレょうか。

＊＊承認された＊＊

く受信番号9番〉
〈内8）剖検話料の使用、施設外持出しのある研究計画のため、倫理委員会で承認
を頂き疋いということで上がっています。

（外A）部位はどこですか。
〈内B）大脳です。
〈外C）どういう病気ですか。
（内A）大脳皮質と基底核に障害が出て認知機能力T値下したり手足がうまく動かせ
ない等いろいろな症状が出る病気です。

（内B）他に何かございますでレょうか。如何でしょうか。

**jl(認された＊＊

＜受信番号18番＞
〈内8）研究にあたっての唾液アミラーゼ横査の実施に際して、倫理委員会で承認
を頂きたいということで上がっています。

（内E）どの程度の間隔、どの様な方法で唾液アミラーゼ検査を実施するのですか。
〈内B）最1~だと刺激の前と後の2ポイントを月に一回くらい行うもので、頻繁に
行うことはありません。また、機械のセンサーで行うもので優襲性がある
ものでちありません。

〈内E）意識障害を呈した患者に対して、京諾は誰から取るのですか。
（内B）患者本人から同意を得られる揚合は本人から、得られない揚合は代諾者か
ら頂きますe



他に伺かございますでしょうか。如何でしょうか。

＊＊承認された＊＊

く受付番号会3番＞
（内B）新型キャリーの使用に際して、倫理委員会で承認を頂きたいということで
上がっています。

〈内E）調査はどこで行うのですか。
〈内B）基本的には院内で行い対象は昭吸リハビリで入院される患者になります。
〈外A）新型キャリーでは、負担が軽くなるのですか。
〈内B）患者によっては使い勝手がよくなるのではないかと考えます。
他に伺かございますでしょうか。如何でしょうか。

＊＊承認されだ＊＊

【臨床倫理審査の申請について】
6月の倫理審査について
く受信番号28番＞
〈内B）臨床に関する内容で、少し時間的に余裕があるということで倫理委員会で
京認を頂き疋いということで上がっています。

（内A）今回の患者に関しては、ソルデム3A等の糖質の入った維持輸液の皮下注
が今後必要になる可能性が非常に高いということで、京認を頂いたよで必
要になったらしていきたいと考えています。

（内8）如何でしょうか。

＊＊京認された＊＊

【その他】
（内B）「南岡山医療センターにおける終末期医療のガイドライン」の改訂に聞す
る件です。

（内A)201 5年3月、厚生労働省では、「終末期医療の決定プロセスに関する
ガイドライン」を「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関する
ガイドライン」に蛮更しまレた。従前の 「終末期医療」の表記を、広報な
どで可能なものから、「人生の最終段階における医療」と蛮更することに
レたものです。これに伴って、「南岡山医療センターにおける終末期医療
のガイドライン」においてち必要な語句を変更したいと思います。次回委
員会に語句を蛮更したものを提示したいと思います。なお、「南岡山医療
センターにおける終末期医療のガイドライン」の表題ち変更すべきか御意
見がありましたらお願いレます。

〈内F）追随レない方がよいと思います。
（内A）わかりました。当院のガイドラインに引用している厚生労働省ガイドライ
ンの名前が変わっていますので、引用部分のみ今回変えさせていただきま
す。今後の世の中の流れをみて、表現が統一される方向性が見えたら、 改
めて表現の修正を行いたいと思います。

（内8）他に伺かございますでレょうか。

それでは、以上で倫理委員会を終了し1たします0

・次回の開催日時 → 7月27日（月）1 5時～ （受託研究審査委員会、 終了後〉

上記の議事要旨に相違ないことを確認する。

外部委員署名 〔太田 悲司 〕

内部委員署名 〔的庁、~宅〕


